
次世代創薬人材育成アカデミー ～基礎研究・治験・製造・品質保証～
「創薬の加速」へ向けた課題
・創薬基礎研究に加え、多様化する医薬品モダリティーの開発・製造・品質・安全性評価に関わる薬学教育の変革
・世界的な視野で活躍できる創薬加速人材としての高度先導的薬剤師博士の不足
本調査研究
薬学部（6年制／4年制）及び大学院（修士／4年制博士／3年制博士）における「創薬力強化に必要な課題
を産官学共同で把握・分析」し、「革新的教育プログラムを構築する」
⏩ 調査結果を ①薬系大学に広く周知 ②次期薬学教育モデル・コア・カリキュラム改訂への提言
⏩ ２つの成果につながる ①「基礎研究の強化」 ②「博士課程進学者の増加」

本申請の特⾊・強み
 ・バランスの良い国公私⽴5薬学部連携（学部（6年制／4年制）・⼤学院（修⼠／4年制博⼠／3年制博⼠）
 ・幅広い連携（医⼯連携・治験担当部局・製薬協・中外製薬・ベンチャー企業・国衛研）による充実した

 産官学調査研究
 ・特⾊的研究⼒（タンパク構造解析、中分⼦モダリティ、脳科学、データサイエンス等）
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<調査・分析委員会> 調査の前に質の高い質問事項を作成・調査専門会社との協働

<調査対象> 幅広い年代・職位・部署から回収
製薬会社（確実なアンケート回収を期し、製薬協を通して依頼。）
医薬品開発・製造業務受託機関、治験担当部署（病院等で治験に従事する医師・薬剤師・治験コーディネーターなど）、
厚生労働省、日本医薬品・医療機器総合機構（PMDA）、国公私立大学薬学部

<調査内容> 基礎研究・治験・製造・品質・安全性評価にわたる幅広い調査
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経済的⽀援
給付型奨学⾦、授業料免除

5年間における研究
卓越した専⾨性・研究⼒の涵養

海外研修（特別科⽬2）
海外の⼤学・教育研究機関における研修
留学期間（3-6か⽉）

B1-B5 B6 D1 D2 D3 D4
創薬加速⼈材
幅広い研究開発
能⼒を有する
⾼度先導的
薬剤師博⼠

連携特別講義1－3
①連携⼤学・研究機関（阪⼤・京⼤・理研）②製薬企業
③⾏政機関⾏政機関（厚労省、PMDA、国衛研）

創薬加速基礎コース

QE試験 博⼠論⽂・薬学博⼠卒業論⽂・薬学⼠
博⼠課程⼊学試験
薬剤師国家試験

プログラム
選抜試験
学部5年修了時

創薬加速応⽤コース

薬学科（6年間） ⼤学院医学薬学総合研究科（4年間）

5年教育プログラム《薬学科6年次＋博⼠課程 》

医・薬分野横断型講義
基礎からレギュラトリーサイエンス、
データサイエンス、治験薬学まで

国内研修（特別科⽬1）
研究機関（⼤学等）、⾏政機関（厚労省、PMDA、
国衛研）、在関⻄の製薬企業でのインターンシップ

<新しい教育プログラムの設立> 各大学の既存マテリアルを活用可能（優位） 調査結果に応じて新設マテリアルを補完
1. 創薬力強化に貢献できる学際的教育プログラム
2. 産学連携を促進する実践的な教育プログラム
3. 実践的治験推進プログラム（阪大PharmaTrain・京大卓越大学院プログラム「メディカルイノベーション大学院プログラ
ム」などとのコラボが可能）

4. 創薬の倫理と規制に関する教育プログラム（阪大PharmaTrainなどとのコラボが可能）
5. 国際創薬推進教育プログラム（阪大ダブルディグリープログラムDDPなどとのコラボが可能）
6. 創薬イノベーション教育プログラム

<学部・修士・博士を横断する新しいコースの設立＞
・大阪大学先進研究コース 学部6年制課程＋博士4年＝10年一貫コース （現存のものに上記教育プログラムを加え、改変）
・京都大学 5年一貫制博士課程 （現存のものに上記教育プログラムを加え、改変）
・和歌山県立医科大学「創薬の加速」を担う高度先導的薬剤師博士育成コース 6年制6年次＋博士4年＝5年教育プログラム(新設)

下にイメージ図を記載


